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3.分析資料

授業評価を行うため、以下の項目について分析した。

①学習内容理解についての確認問題(図 4)

②授業終了時のアンケート(図 5)
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図4. 練習問題

今日の学習でわかったこと，考えたこと、わからなかったことν

図 5. アンケート
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4.結果および考察

(1)分析結果

①および②の分析結果から、児童・生徒の 3分の2が自分部屋あるいは家庭生

活などの他の空間に思考を転換し、安全性の問題を考えていたことが明らかにな

った。これは、図6に示すように、問題解決的な学習過程の「家族と相談し、家

族で実践する、振り返る」に位置付けることが出来る。すなわち、ここに、本授

業実践の意義の一つを見い出すことが出来る。
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図6ー 問題解決的な学習過程

①及び②の分析結呆から「避難経路と場所がわからない。Jrどこに逃げればい

いかわからない。」というアンケート結果があった。これは、児童・生徒に、まず、

相対的に安全な避難場所を設定し、安全な場所とそこの至るまでの避難動線を説

明し、その上で、この教室における「室内の安全性j の問題をテーマにするとい

う思考の方向性を示さなかったのが、その原因のーっと考えられる。すなわち、

空間認識における発達段階の視点を、導入の中に位置付けることが重要であった。
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5.今後の標題 (図 7)

したがって、本授業実践におけるほ 結果及び考察」を通して、新たな課題

が示された。すなわち、それは「導入」の段階を図 7に示すように ①地震に閲

する予備知識の導入(従来)、②教室→廊下→運動場という避難ベクトルを軸とす

る空間認識の導入、③「主題」の導入という三段階のプロセスで指導することが

重要であったと考えられる。

この問題を今後の実践課題に位置付け、次の実践授業に生かしたい。
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予備知識

室内認識による
思考の方向性

題材の導入

主題の導入

図7 導入の段階性
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